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2P-31(P) 学生の疲労感と静電気放電の関係
○宮川豊美 川村一男

(和洋女大)

ポスターセッション

目的 近年種々の健康用品が巷間出回っており、人々の関心力｛高いことが伺われる折、

最近の学生に疲労感を訴える者が多いので、その主訴である肩凝り・腰痛等の苦痛や疲労
感を和らげ、静電気帯電を防止するということで市販されている健康用品の一つを取り上

げ、幾つかの実験とアンケート調査を試みたので結果を報告する。

方法　実験に用いたのは、銅メッキ繊維或いは銀メッキ繊維と合成繊維を混紡したもの
で、生体に帯電した静電気をコロナ放電する機能を有するというネックレスと手首用の紐

（テムズ社製）である。被験者は健康な女子学生24名である（着装すると気分が悪くなる

と言ってやめた者が他に３名いた）。被験者は両用品をそれぞれ３か月間着装し、その前

後と着装中に、静電気帯電量・体脂肪量・姿勢状態の測定を行うと共に、自覚症状のアン

ケート調査（71項目）を行った。また、エアロバイク運動とパソコン作業時の乳酸値と静
電気帯電量の関係を観察した。実験期間は、平成９年12月から10年10月である。

結果　自覚症状アンケートから、肩凝りと腰痛の訴えを基に、それぞれ軽度群と重度群

に分けて検討した。肩凝り軽度群は重度群よりインピーダンス値が多く、被験者の筋肉量

の多いことが認められた。また、アンケート結果より、肩が凝ると頭が重い・こめかみが

痛い・通学時の携帯荷物量と、腰痛とヒールの高い靴着用に相関がみられた。供試した両
品共に静電気帯電の低下がみられ、いづれも主訴の軽減した者が多かった。特に、パソコ

ン作業時銀メッキ繊維製ネックレス着装時に、静電気帯電防止効果と共に疲労低下がみら

れ、その効果の発現は着装約１時間後に顕著に出現した。

2 P-32(P) 情報の記銘・保持・再認における色と形の効果に関する研究

一短期記憶における高齢者と若者の比較実験－

○佐藤昌子＊，細野友香＊，下中智美* ，渡会吉昭　 （＊大阪市大生科）

《目的》　来るべき高齢化，情報化社会においては，生活者自身が情報の入手と発信を効

串よく行う必要がある．側頭葉や前頭葉の活動低下が起こりやすい高齢者にとっては，短

期記憶情報の記憶保持が重要な課題である．そこで，「カード提示･記銘･記銘内容の保持・

再認」をタスクとする被験者実験を行い，短期記憶における色と形の効果について加齢の

影響を検討した.

<方法》 ６つの形（O, △，□,ぐ.  CO ）にそれぞれ ６つの色（赤，黄，緑，青，

白，黒）の色紙を貼った計36 枚のカードを用い「刺激提示20 秒・待機60 秒・記銘内容の

再認提示」のタイムスケジュールにより ６枚のカードに対する短期記憶実験を行った．被

験者は健常高齢者男性7 名，女性18 名（平均年齢61.6 歳）,健常若者男性13 名，女性12

名（同21.9 歳）,および脳梗塞により右脳の前頭葉と側頭葉部に後遺障害のある60 歳の男

性１名である.

《結果》若者の正解率は高く（平均84.3% ）,ほとんどが記銘時に提示内容を規則化処理し，

その被験者群では正解率92. 1% であった，正解串に色と形の影響は認められなかった．高

齢者群の正解率（平均36.  4% ）が低い理由として，提示内容をそのままの画像として記銘

する傾向があり，さらに記銘内容の保持能力の低下が考えられた．障害被験者の成績は健

常高齢者の平均値よりもやや高かった．高齢者にとって記憶しやすい色と形の組み合せが

あり. o は赤，白，黒，△は黒と黄，□は赤,o は緑で正解率が高かった．
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